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                            CASSIOPEIA−UHC達成に向けて、対象の5つの病院における、５つ星に輝く質の高い医療ケアサービスを目指して 
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各病院は目標を
再認識し、当事者
意識を再確認する
バランストスコアカ

ードを策定 

新規に開設された
国立循環器病院
との連携の可能性

について議論

【フォトフォーカス】
展開推進事業で
NCGMとUTHが作
成した心血管造影
CTガイドラインを

保健省の
Dr. Makupeに供与

バランスト・スコアカード(BSC)ワークショップで、チャワマ総合病院のBSCの策定を支援する原氏 （2022年8月31日）
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各病院は目標を再認識し、当事者意識を醸成する
バランストスコアカード（BSC）を策定 

すべての医療機関の共通の目標は、質の高い医療を提供することです。その要諦は病

院が目指す目標を明確にし、それを達成するための具体的な計画を作成し、それを実

行するための強い組織を作ることです。今回、取り上げたバランススコアカード（BSC）

は、目標管理の一つとして、組織のミッションとビジョンを具体的なアクションに落とし込

むための一つのマネジメントシステムです。BSCの導入よって、測定可能な全病院的な

綿密かつ明確な行動計画を提供することができます。

人
口増加、技術革新、新
たな疫病、パンデミック
などの影響を受けた激
動する環境の中で、医

療機関が戦略的であることを止める
べきではありません。このことは、医
療機関がより深く、戦略的に業務を
遂行する機会を与えるはずです。こ
の観点から、本プロジェクトでは、質
の高い医療サービスを提供し、病院
管理能力を強化するために、以下の
4つの主要な側面に焦点を当ててい
ます。すなわち、病院管理、感染予
防と管理、医薬品・医療機器の供給
と管理、連携（保健省、州保健局、
郡保健局、5つの総合病院）です。
 病院管理に関しては、BSCをマネ
ジメントのプラットフォームとして
とらえ、その策定作業を通して、よ
り広く、より深く、そしてより戦略
的に病院運営管理を行っていきま
す。プロジェクトは2年目の活動と
して、保健省チームと協力し、バラ
ンストスコアカード（BSC）を有用
なマネジメントツールとして、また
PDCA（計画、実行、評価、改善）サ
イクルに則り病院経営の基本を理
解することを目指しています。BSC
は、「顧客」「学習と成長」「内部プロ
セス」「財務」の4つの視点に着目し
ています。これらは、各病院のミッ
ションを引き出すものです。簡単に
言えば、BSCはパフォーマンス管
理とマネジメント管理を見える化
し、簡素化するものです。
  今回、プロジェクトでは、各病院
ごとにBSCワークショップを開催

しました。チレンジェ総合病院は、
ワークショップを最初に開催し、大
成功を収めました。まず各病院の
院長、事務長、プランナー等の幹部
は、財務管理、人事、計画、内部およ
び外部プロセスの管理、調整など
の現状を発表しました。その後、こ
の情報をもとにバランススコアカ
ードを作成し、保健省のミッション
である「できるだけ身近で、費用対
効果の高い、質の高い医療サービ
スを公平に提供する」に合わせて、
３年後の達成を目指すビジョンを
を打ち出しました。
 このワークショップは、病院にとっ
ても、自分たちの活動を振り返る良
い機会となりました。BSCの活動
を通じて、病院にとって何が重要な
のか、チームとして何を目指してい
るのかを再認識し、保健省のミッシ
ョンに沿った自分たちのビジョン
を再確認し、チームワークの重要性
に目覚めたということが、各病院か
らの得た評価でした。
 すべての病院は、この活動に積極
的に参加し、質の高い医療のため
に何をすべきなのか、目標に基づい
て自ら考えることを通じて、BSCを
策定するという今回の目標が達成
されました。
 BSCの作成に側面から関わった
プロジェクトメンバーであるニャン
ガ専門家と原専門家は、各病院スタ
ッフの熱心な議論に大変感銘を受
け、今後、既存システムのアップグ
レードに向けて、さらに計画の精緻
化及び実行を病院スタッフと共に
活動する事を楽しみにしていると
述べました。 

 

チパタ総合病院のスタッフがBSCワーク
ショップでVisionとValueを発表。

マテロ総合病院で行われたBSCワ
ークショップ

カニャマ総合病院で行われたBSCワ
ークショップ

５つの病院の中で最初に行ったチレ
ンジェ病院でのBSCワークショップ

ニャンガ専門家がチャワマ病院の’Mr. Kaboso( Deputy HA)と議論
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新規に開設された国立循環器病院（NHH）との連携の可能性について議論

ザンビア政府は、1年ほど前に国立循環器病院（National Heart Hospital, NHH）を開設しました。この施設
は、NCD時代に備え、循環器疾患を患者の移送ではなく、現地で治療する必要性と、ヘルスツーリズムの成長を
促進する必要性から設立されたものです。。
今回の国立循環器病院の訪問は、JICAザンビア事務所長の訪問を受け、ルサカ郡総合病院病院運営管理能
力強化プロジェクト（カシオペアプロジェクト）と提携する機会を得たことから実現しました。NHHからは、院長のDr. 
Chabwela Shumba、診療部長のDr. Agness Mtaja、病院事務長が参加し、チームを迎え入れました。
チーフアドバイザーから、カシオペアプロジェクトの背景と、プロジェクトによる活動の実施状況について説明を行
いました。 NHH院長はプロジェクトチームに対し、経営の効率化のために施設内でKaizen活動や5S活動を策定
し、実施することに関心があることを強調しました。院長は、プロジェクトの病院運営管理活動（プロジェクトのアウ
トプット1）の知見を活用することを楽しみにしていると述べました。さらに病院が開設初期から運営管理のベスト
プラクティスを実施することは非常に重要であると述べました。

 プロジェクトチームは、NHHを訪問。（左→右）原専門家、Mr. Nkandu、Dr. Shumba、Dr. Mtaja、法月チーフアドバイザー
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 PHOTO FOCUS: NCGMとUTHが展開推進事業を通じて作成された心血管造影CTのガイドラインを保健省のDirector of Clinical care 
and DiagnosticsのDr. Alex Makupeに供与した。（左→右）UTHのMs. Gloria、法月チーフアドバイザー、Dr, Makupe。
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